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研究成果の概要（和文）：本研究では，まず8万点以上の黒曜石原産地データを用いて中部・関東地方における
後期旧石器時代の黒曜石原産地利用の頻度変化を明らかにした．別の共同研究で得られた中部高地原産地の景観
変遷史との年代マッチングにより，原産地の景観変化と先史時代人の黒曜石獲得行動の相関関係を検討した．そ
の結果，3万年前のLGM初頭の気候寒冷化のインパクトで一時的に原産地利用が著しく低下するが，2.5万年前の
最寒冷期には文化適応を発揮し高山帯の原産地に積極的に進出したことが判明した．その後2万年前以降の気候
改善期にもかかわらず，中部高地と神津島を巡回する中部・関東を二分する移動領域の成立により，中部高地土
地利用は低下した．

研究成果の概要（英文）：This study examined interrelationships between landscape changes and 
obsidian procurement activity in the Central Highlands (C.H.) on the basis of pollen data during 30,
000 years from the C.H. and obsidian provenance data more than 80,000 from central Japan. The result
 showed that the interrelationships were more complex than previously thought. (1) Climatic 
deterioration since 30,000 years ago (30 ka) caused temporary decline in the use frequency of the 
alpine landscape prevailed in the C.H. by that time. (2) Obsidian gatherers during 25-20 ka actively
 exploited the alpine landscape with cultural innovations during the coldest phase. (3) After 20 ka,
 although the climate condition in the C.H. ameliorated, the exploitation frequency apparently 
became lower than that of previous period. This puzzling human behavior was caused by a social 
change represented by occurrence of two mobility regions in which people migrated either the sources
 of C.H. or those of Kozu Island, respectively.

研究分野：考古学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（1）背景 
 本研究は，後期旧石器時代（約 38,000〜
15,000年前．以下，1,000年前を 1 kaとす
る）の狩猟採集民の遊動生活と人口動態の変
化を最終氷期の気候変動との相互関係から
解明することを目的としている．本研究の背
景は以下の通りであった． 
 旧石器人にとって石器石材の採取と食料
の獲得は，集団の資源獲得として一体の行動
系を構成していたと考えられる．基本的に石
材獲得の場と狩猟の場を含む地域を広く遊
動するなかで，どこをどの範囲でどのタイミ
ングで利用するか，これは集団の生存を左右
する重要な戦略（遊動戦略）であった．した
がって，当時の古人口の増減は，利用可能な
資源と人間との具体的な関わりの過程で多
くの部分が決定されていたと考えられる． 
 現在，海外の古人口動態の研究では，古
DNA 解析による集団遺伝学が主流となって
いる．しかし，琉球列島を除いて基本的に化
石人骨が存在しない日本旧石器時代では，遊
動戦略の実態とその変化という考古学的知
見が，遺伝人口学的研究が不可能な日本にお
いて旧石器時代の古人口動態を知る手がか
りとなると考えられる． 
 先史狩猟採集民の遊動戦略は，特に旧石器
時代にあたる最終氷期では，氷期の気候変動
に伴うさまざまな環境変化に影響を受けた
と一般には了解されている．しかしながら，
これまでの関連する先行研究では，旧石器人
の活動の痕跡（遺跡）とローカルな古環境を
一体のデータとして得ることが極めて難し
く，実証的に研究できないことから，グロー
バルな気候変動を外挿し，一方的にローカル
（日本列島）の人間行動に影響を及ぼしたと
無前提に解釈される傾向があった． 
 
（2）着想 
 そうしたなかで，本研究とは別の共同研究
により，中部高地黒曜石原産地の長期にわた
る古環境データが得られ，原産地の景観変遷
を知る見込みが得られた．中部高地原産地は
標高約 1200〜2000m に位置することから，
最終氷期の気候変動に敏感に反応し，植生と
景観の変化が明瞭に観察できる． 
 中部高地黒曜石原産地には，黒曜石資源の
獲得をめぐる人間活動の痕跡（遺跡）が多数
残されている．また，黒曜石は，理化学的な
分析により原産地を推定することができる．
そこで，集団の遊動戦略の一部を構成する資
源利用行動の変化と気候変動の相互関係を
知るプロキシとして，黒曜石を利用すること
にした．現在までに，中部・関東地方の旧石
器遺跡から得られた 10 万点を超える黒曜石
製石器の産地分析データが蓄積されている．
なお，中部・関東地方における 4大黒曜石原
産地は，霧ヶ峰と八ヶ岳からなる長野県中部
高地，栃木県高原山，神奈川県箱根・静岡県
伊豆柏峠，東京都神津島である． 

 黒曜石をプロキシとして利用することに
より，後期旧石器時代全体での地域的な原産
地の利用頻度の変化を知ることができる．こ
れにより，黒曜石資源の利用行動と気候変動
に伴う原産地の景観変化との相互関係を具
体的に復元可能である見通しを得た． 
 このように，旧石器時代の古人口動態を知
るための基礎研究として，集団の遊動戦略の
一部として機能していた黒曜石の獲得と利
用をめぐる行動系と気候変動との相互関係
から，遊動戦略の変化要因を理解するための
研究を計画した． 
 なお，本研究では本来，古人口動態を反映
するプロキシとして，黒曜石を含む利用石材，
遺跡規模，遺跡利用期間などの多角的なデー
タ分析を計画していたが，研究代表者の 2016
年度の病気治療のため，研究計画を上記した
内容に変更している． 
 
２．研究の目的 
 旧石器集団の遊動戦略の一部として機能
していた黒曜石利用行動と気候変動との相
互関係を理解するため，本研究期間において
は，次の三つの階層ないし局面において検討
した．時空間スケールの大きい方から順に： 
 スケール１：後期旧石器時代の時間的な移
り変わり（38~16 ka）のなかで，先の 4大原
産地に由来する黒曜石の空間分布を調べる．
これにより，気候変動に対する人間適応の観
点から，黒曜石利用の動態と中部高地景観変
遷史との相互関係を解明する． 
 スケール 2：上記した長期にわたる黒曜石利
用の動態のなかで，後述するように気候変動，
原産地利用頻度そして黒曜石の広域分布の
間に興味深い関係が認められた稜柱系細石
刃石器群（20~19 ka）に限定して，それがな
ぜそうなったのかを知るために集団の構成
と遊動戦略を解明する． 
 スケール 3：ケース・スタディーとして，中
部高地原産地遺跡である広原第 II遺跡4層石
器群（ca. 35 ka）の原産地分析に基づき，黒
曜石の広域分布の起点である原産地におけ
る具体的な黒曜石獲得行動を復元する． 
 
３．研究の方法 
（1）全般的な研究方法 
 考古学的な黒曜石の獲得と消費をめぐる
行動としてここでは二種類を検討対象とす
る．一つは，広域に展開していた遊動生活の
一環としてのマクロな黒曜石利用行動（スケ
ール 1と 2）．この考古学的痕跡は，所在が限
られる原産地を起点として広域に分布する
黒曜石製石器となって残される．二つ目は，
原産地のなかで黒曜石原石を獲得しながら
遺跡を残すミクロな黒曜石獲得行動である
（スケール 3）．この考古学的痕跡は，原産地
の只中にある遺跡として残されることにな
る．その多くは黒曜石の石器製作工房である． 
 マクロな黒曜石利用行動は，黒曜石を石器
原料として消費した周辺地域における原産



地分析データに基づき，4 大原産地の利用頻
度の違いを量的に把握することができる．一
方，原産地でのミクロな獲得行動は，原産地
の遺跡に残された黒曜石製石器群の原産地
分析によって，複数ある黒曜石の獲得地点と
遺跡との間の行動軌跡として復元できる． 
 
（2）スケール 1の分析対象（図 1） 
 スケール１と 2 で対象となる地域は，中
部・関東地方全域であり，先に挙げた 4大黒
曜石原産地が分布している．以下に述べる原
産地分析データが得られた517遺跡の地理的
分布を考慮し，分析単位とする地域を野尻湖，
関東北部，関東東部，関東西部，愛鷹・箱根
と区分する．いずれも遺跡の密集地であり，
黒曜石獲得者の主要な居住地である． 
 1970 年代から蓄積された中部・関東地方出
土石器の産地分析データは，2011 年と 2013
年に集成され公開された（芹澤ほか 2011，谷
ほか 2013）．本研究では，島田（2015a）に示
したように，後期旧石器時代の黒曜石製石器
のデータのうち，以下に述べる考古編年に位
置付けられる年代の属性をもった 86,523 点
をマクロな黒曜石利用行動を検討する分析
対象とした． 
 スケール 1の対象時期は，後期旧石器時代
の全体である．時期区分と年代の詳細は，島
田（2015a）に示した通りであり，地域ごと
の比較および取り扱う考古データ，原産地分
析データ，古環境データの相関の観察に適す
るように区分の解像度を調整している．古い
方から後期旧石器時代の前半期前葉（e-EUP，
38~32 ka），前半期後葉（l-EUP，32~29 ka），
後半期前葉（e-LUP，29~25 ka），後半期後
葉（l-LUP，25~20 ka），後半期終末（f-LUP，
20~16 ka）である．終末期については稜柱系
細石刃石器群の時期（20~19 ka）に限定した．
原産地分析データの時間的変化もこの編年
に従う．また，中部高地の旧石器時代編年（島
田 2015a）に基づき，中部高地に分布する旧
石器遺跡の数的増減もこの編年にそって集
計した． 
 古環境データは，中部高地の標高 1400m
に位置する広原湿原で得られた過去 3万年間
の花粉データにもとづく景観変遷史と年代
モデル（Yoshida et al. 2016）を用いて，上
記した考古データ，原産地データと年代マッ
チングさせた．中部高地における原産地の分
布は標高 1200m付近から最高で 2000mに達
する．広原景観変遷史では，年間花粉堆積量
の変動を用いて森林限界の推移を復元して
いる． 
 
（2）スケール 2の分析対象と方法 
 スケール 1の研究過程で，終末期の稜柱系
細石刃石器群（20~19 ka）が，中部高地原産
地の気候改善期にもかかわらず，中部高地の
土地利用が低下し，神津島の利用頻度が上昇
する特異な原産地利用を示すことが判明し
た．この背景にある集団の遊動戦略を解明す

るために長野県矢出川第I遺跡（島田2015b，
堤 2015）の稜柱系細石刃石器群と周辺地域に
おける細石刃石器群を分析対象とした．第 I
遺跡および周辺地域の細石刃石核の原産地
分析データは，島田ほか（2006），堤（2015），
島田（2015b）に基づくが，その他必要に応
じて，実物および発掘報告書等の分析レポー
トに基づき個別石器の分析データを利用し
た． 
 
（3）スケール 3の分析対象 
 原産地におけるミクロな獲得行動のケー
ス・スタディーとして，本研究とは別の共同
研究によって得られた，長野県長和町所在の
広原第 II 遺跡の 4 層石器群（小野ほか編
2016）を分析の対象とする．広原遺跡群第 II
遺跡は，原産地として著名な和田峠の近くに
所在する原産地遺跡である．後期旧石器時代
前半期（4 層石器群）と縄文時代早期の文化
層が発見されている． 
 広原第 II 遺跡におけるミクロな黒曜石獲
得行動の検討に用いた原産地分析データは，
土屋・隅田（2018）で報告した波長分散型お
よびエネルギー分散型蛍光X線分析による４
層石器群 1,671 点（黒曜石製石器総数 2,401
点）の分析結果である． 
 
４．研究成果 
(1)原産地利用頻度の変化と地域展開 
 ここでは，スケール 1におけるマクロな黒
曜石利用行動の概要を述べる（島田 2015b，
図 1-c）．中部高地原産地の利用頻度は，後期
旧石器時代全体の合計では，全ての居住域で
最も高い．しかしながら，時間的な変化に分
解すると中部高地の利用の変動は大きい． 
 29 ka以前のe-EUPからl-EUPにかけては，
中部高地の利用頻度は漸減傾向を見せなが
らも高い頻度を維持している．しかし，29 ka
以降の e-LUPで中部高地の利用頻度は急激に
低下する．高原山や伊豆・箱根の原産地利用
の頻度が高く，中部高地の低下を補完してい
る．そして，25 ka 以降の l-EUP には利用頻
度が明らかに高まり，また，全ての居住域で
最も多用されている．ところが， 20 ka 以降
の f-LUP（稜柱系細石刃石器群）には，中部
高地の利用頻度は再び低下する． 
 一方，神津島の利用頻度は，e-EUP 以来，
一貫して低調であったが，この f-LUP の時期
に中部高地の利用頻度と同等にまで上昇す
るという特異な変動を示している．  
 
(2)人類適応としての原産地開発と気候変動 
 中部高地と神津島を中心とする原産地利
用頻度の動態を見てきた．次に，スケール 1
におけるこのダイナミクスが，中部高地で得
られた花粉データに基づく気候変動とどの
ように相関するか述べる（図 1，Shimada et al. 
2017）． 
 まず，30 ka 以前の EUP にあたる時期の花
粉データは広原の湿原堆積物からは得るこ



とができず，この時期の具体的な中部高地原
産地の景観は不明である．したがって，EUP
の比較的高率を示す中部高地利用頻度と原
産地景観との関係は現在不明である． 
 次に，30〜25 ka の年間花粉堆積量は 1400m
以下の森林限界を示し，中部高地原産地の多
くは非森林の高山帯景観である．この時期に
あたる e-LUP の原産地遺跡の存在は不明確．
したがって，先に観察された中部高地の利用
頻度の急激な低下は，30 ka 以降の寒冷化と
高山帯の環境が当時の黒曜石獲得活動に制
約を課していたためと考えられる． 
 さらに，25 ka 以降 20 ka にかけて，年間
花粉堆積量は最終氷期最寒冷期（LGM）に向
けて低下し，高山帯景観の寒冷化はさらに進
行したと考えられる．しかし，l-LUP の中部
高地利用頻度は増加し，原産地遺跡も増加す
る．そして，各居住地で中部高地産黒曜石の
利用が最大となる．これは，高山帯の寒冷気
候への文化的適応（非森林帯での火の制御，
上家を持つ恒常的建物の構築）が発達した結
果である． 
 最後に，20 ka 以降には退氷期温暖化の影
響で年間花粉堆積量が増加し，17 ka までに
は標高 1400 m 付近にまで森林限界は上昇し
た．このように中部高地の環境は改善傾向に
あったが，f-LUP（稜柱系細石刃石器群）に
おける中部高地利用頻度は再び低下した．そ
の一方で，f-LUP には神津島の利用頻度が初
めて上昇し，中部高地と同等になる．また，
神津島産黒曜石と中部高地産黒曜石の分布
は空間的な偏りを示し，中部・関東地方を南
北に二分する北部地域（中部高地利用）と南
部地域（神津島利用）を形成している．こう
した状況は，気候変動以外に資源獲得行動や
遊動戦略の変化に与えた要因を考慮する必
要があることを示唆している． 
 
（3）社会的要因による資源獲得行動の変化 
 上記したように，f-LUP の稜柱系細石刃石
器群では，中部高地と神津島原産地の利用頻
度が拮抗し，気候改善期にもかかわらず中部
高地原産地の利用頻度が低下する状況があ
った．そこで，八ヶ岳の東麓に位置する長野
県矢出川第I遺跡に見られる遺跡の特殊性に
着目して，こうした資源獲得行動を生じさせ
た要因を検討した（島田 2018：学会発表）． 
 中部・関東の稜柱系細石刃石器群における
矢出川第 I遺跡の特殊性は次の３点である：
1)標高 1350m 付近の高原に立地，2)一居住域
全体の細石刃石核出土数を優に超える細石
刃石核が一遺跡から出土，3)中部高地産と神
津島産黒曜石が同等の比率で遺跡に残され
た唯一の遺跡． 
 先に述べたように，f-LUP の黒曜石広域分
布は，中部・関東を南北に地域的に二分する．
そして，各居住域の遺跡別原産地データの分
析からは，地域的な原産地利用のバイアスに
強く規制された原産地構成が遺跡でも観察
できる．これにより，f-LUP には中部高地を

巡回し黒曜石を獲得する遊動領域と神津島
を巡回する南北の領域が発生したと判断で
きる． 
 遊動領域の再編成という観点からは，先の
矢出川の特殊性 1)より，矢出川第 I遺跡の立
地を河川流域の広がりからみると，太平洋沿
岸地域と日本海沿岸地域のそれぞれにつな
がる中央分水界に立地していることが分か
る．そして，旧石器集団が当時の遊動経路に
大形河川流域を利用していた可能性が高い
とすると，矢出川のある野辺山高原は，集団
が動くことで当時の二つの領域が重なり合
うことができる唯一の地理的要衝であると
評価できる．したがって，矢出川の特殊性 3)
は，中部高地を巡回，神津島を巡回するそれ
ぞれの領域を利用した集団の動きにより，そ
れぞれが矢出川第I遺跡に持ち込まれた結果
である． 
 しかしながら，南北に分かれる原産地巡回
領域が，お互いに対峙する別集団を代表して
いるのか，そうではなく同じ集団の南北方向
での大掛かりなマイグレーションを反映し
ているのか，本研究ではまだ判断できない．
もし前者であれば，矢出川の特殊性 1)は，頻
繁に相互の集団が接触することにより，石器
が蓄積していった結果であり，それが後者で
あればマイグレーションに伴う回帰的な土
地利用の結果であるということになる． 
 いずれにせよ，当時の資源獲得行動が，気
候変動だけでなく集団や遊動領域の再編成
といった社会的な変動にも影響を受けたこ
とを示している． 
 
 (4)中部高地原産地における黒曜石獲得行
動 
 先に（2）で述べたように 30 ka 以前の EUP
にあたる花粉データは，広原の湿原堆積物か
らは回収されず，具体的な中部高地原産地の
景観は不明である．しかしながら，EUP にお
ける比較的高率の中部高地利用頻度が，中部
高地原産地におけるどのような黒曜石獲得
行動によって維持されていたのかを知るこ
とは，将来的にこの時期の古環境データが得
られた際の比較考古データとなる． 
 そこで，スケール 3の研究実践として，標
高 1400 m に立地する広原第 II 遺跡から出土
した局部磨製石斧を伴う後期旧石器時代前
半期の黒曜石石器群を対象として，中部高地
では初めてとなる原産地分析・考古統合デー
タを提示した（島田 2018）．この統合データ
を用いて，原産地域内での遺跡と利用原産地
との関係，黒曜石獲得と石器群の技術，およ
び遺跡の形成について検討し，EUP における
中部高地原産地に展開した黒曜石獲得行動
を考察した． 
 その結果，広原第 II 遺跡 4 層石器群を残
した集団の黒曜石獲得行動の軌跡は，男女倉
川に合流する遺跡近隣を流れる和田川の全
流域，この最上流部から中央分水界を超えた
和田峠，さらには鷲ヶ峰南西斜面一帯の星ヶ



塔・星ヶ台エリアにいたる線状のルートに最
も濃密に残されていることが判明した． 
 広原第 II 遺跡 4 層石器群の原産地分析・
考古統合データが強く示唆するのは，こうし
た固定化したルートを繰り返し利用し，ルー
ト上に分散して形成された石刃製作工房の
間を移動しながら原石の獲得と石刃の生産
を繰り返し行う行動系である． 
 
 (5)まとめと課題 
 中部高地原産地は高標高地にあることか
ら，最終氷期の気候変動に敏感に反応し，平
野部に比較して景観の変化が捉えやすい．そ
して現地には，広域の遊動戦略に組み込まれ
た黒曜石獲得行動の痕跡が濃密に残されて
いる．今回の研究では，旧石器集団の遊動戦
略の一部として機能していた黒曜石の獲得
と消費をめぐる行動系と気候変動との相互
関係から，遊動戦略の変化要因について幾つ
かの重要な示唆を得ることができた． 
 気候変動が集団の遊動戦略に直接インパ
クトを与え，これを変化させる側面があるこ
とは確かである．しかし，マクロな黒曜石利
用行動を見る限り，継続的な寒冷化のもとに
ある高山帯景観へ積極的に文化適応してい
く側面もあり，環境変化への人間の能動的な
適応過程が遊動戦略そのものに組み込まれ
ていることが判明した． 
 加えて興味深いことに，明らかに活動に有
利な原産地の環境変化にもかかわらず黒曜
石利用行動が直接反応せず，むしろ遊動領域
の再編成など社会的な変化を優先的な要因
として改変されることも判明した． 
 一方，中部高地原産地ではじめて実践した
原産地分析データに基づく黒曜石獲得行動
の復元によって，黒曜石獲得者は，単純に遺
跡に直近の原産地を利用するのではなく，原
産地内部に固有の獲得経路を設けて繰り返
し利用しながら遺跡を形成していく，という
実態を明らかにできた． 
 今後は，今回得られた成果を多種の考古学
的プロキシの集成とデータ分析に重ね合わ
せることで，遊動戦略の変化にともなう考古
学的痕跡の密度の時間的，空間的変化から旧
石器時代の古人口動態の解明に迫りたい． 
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図 1 広原湿原の古環境変遷史と後期旧石器時代における黒曜石利用の変化（Shimada et al. 2017） 


